
(57)【要約】

【課題】潤滑の機能低下を防止するとともに塊状に固化

することを防止することのできるワイヤーロープ用潤滑

油を提供する。

【解決手段】ワイヤーロープ６，７の心綱９及び素線１

０間に含浸され、多環芳香族の質量率が1%未満のワイヤ

ーロープ用潤滑油において、硫黄質量率が0．5%未満で

あり、かつ、潤滑油の酸化を防止する酸化防止剤を質量

率で０．０５～１．５％含むことを特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ワ イ ヤ ー ロ ー プ の 心 綱 及 び 素 線 間 に 含 浸 さ れ 、 多 環 芳 香 族 の 質 量 率 が 1%未 満 の ワ イ ヤ ー
ロ ー プ 用 潤 滑 油 に お い て 、
　 硫 黄 質 量 率 が 0． 5%未 満 で あ り 、 か つ 、 潤 滑 油 の 酸 化 を 防 止 す る 酸 化 防 止 剤 を 質 量 率 で
０ ． ０ ５ ～ １ ． ５ ％ 含 む こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 に お い て 、 前 記 酸 化 防 止 剤 を 質 量 率 で ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ％ 含 む こ と を 特 徴 と
す る ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 に お い て 、 前 記 酸 化 防 止 剤 と し て 、 フ ェ ノ ー ル 系 の 酸 化 防 止 剤 と
し た こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 ま た は ２ 記 載 に お い て 、 前 記 酸 化 防 止 剤 と し て 、 ア ミ ン 系 の 酸 化 防 止 剤 と
し た こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 。
【 請 求 項 ５ 】
　 心 綱 及 び 素 線 間 に 多 環 芳 香 族 の 質 量 率 が 1%未 満 の 潤 滑 油 が 含 浸 さ れ る ワ イ ヤ ー ロ ー プ に
お い て 、
　 前 記 潤 滑 油 は 、 硫 黄 質 量 率 が 0． 5%未 満 で あ り 、 か つ 、 潤 滑 油 の 酸 化 を 防 止 す る 酸 化 防
止 剤 を 質 量 率 で ０ ． ０ ５ ～ １ ． ５ ％ 含 む こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ー ロ ー プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 か ご と つ り 合 い お も り を 駆 動 す る 主 索 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 或 い は 調 速 機 に 使 用 さ れ る ワ イ
ヤ ー ロ ー プ を 備 え 、 こ の ワ イ ヤ ー ロ ー プ の 心 綱 及 び 素 線 間 に 含 浸 さ れ 、 多 環 芳 香 族 の 質 量
率 が 1%未 満 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 を 用 い た ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ 装 置 に お い て 、
　 前 記 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 と し て 、 硫 黄 質 量 率 が 0． 5%未 満 で あ り 、 か つ 、 潤 滑 油 の
酸 化 を 防 止 す る 酸 化 防 止 剤 を 質 量 率 で ０ ． ０ ５ ～ １ ． ５ ％ 含 む こ と を 特 徴 と す る ワ イ ヤ ー
ロ ー プ 用 潤 滑 油 を 用 い た ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ お よ び ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 を
用 い た ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 通 常 用 い ら れ て い る ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ 装 置 の 概 略 図 で 、 こ の 図 １ に お い て 、
か ご １ と つ り 合 い お も り ２ を 駆 動 す る 主 索 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ ６ 及 び 調 速 機 ５ に 使 用 さ れ る
調 速 機 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ ７ が 使 用 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の ワ イ ヤ ー ロ ー プ ６ ， ７ の 断 面 構
造 図 を 図 ２ に 示 す 。 主 索 用 ワ イ ヤ ー ロ － プ ６ は 綱 車 ３ や そ ら せ 車 ４ に よ り 駆 動 時 に 繰 返 し
曲 げ 変 形 を 受 け て お り 、 こ の 際 、 隣 り 合 う 素 線 １ ０ 同 士 で 繰 返 し 擦 れ 合 う の で 、 摩 耗 を 防
ぐ た め に 潤 滑 油 が 必 要 と な る 。 ま た 、 調 速 機 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ ７ の 場 合 も 、 プ ー リ に よ り
繰 返 し 曲 げ 変 形 を 受 け て お り 、 こ の 際 、 隣 り 合 う 素 線 １ ０ 同 士 で 繰 返 し 擦 れ 合 う の で 、 摩
耗 を 防 ぐ た め に 潤 滑 油 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 な お 、 潤 滑 油 は 一 般 的 に は 心 綱 ９ 及 び 素 線 １ ０ の 間 に 含 浸 さ せ て 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 一 般 に 、 潤 滑 油 を 構 成 す る 各 成 分 に は 天 然 で 多 環 芳 香 族 （ 以 下 PCAと い う ） が 含
ま れ て い る が 、 こ の PCAは 人 体 に 有 害 で あ る と さ れ て お り 、 現 在 で は 潤 滑 油 を 構 成 す る ワ
ッ ク ス 、 オ イ ル 等 各 成 分 に お け る PCAの 質 量 率 を 3%未 満 、 で き れ ば １ ％ 未 満 と す る こ と が
推 奨 さ れ 実 用 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 近 時 、 上 記 潤 滑 油 を 使 用 し た ワ イ ヤ ー ロ ー プ に さ び が 発 生 し 素 線 切 れ が 生 じ る
と い う 問 題 が 発 生 し た 。 そ し て 、 こ の 原 因 を 種 々 実 験 を 繰 り 返 し 究 明 し た 結 果 、 特 に オ イ
ル 分 に お い て は 天 然 で PCAの 質 量 率 が 高 い こ と か ら 、 質 量 率 を １ %未 満 と す る た め に 、 潤 滑
油 を 構 成 す る 各 成 分 の 精 製 度 を 高 め 際 、 オ イ ル に 含 ま れ る 硫 黄 の 質 量 率 も 少 な く な る こ と
が 判 っ た 。 そ の 結 果 、 今 ま で で は 生 じ な か っ た 、 潤 滑 油 の 機 能 が 低 下 し 、 潤 滑 油 供 給 の 周
期 が 短 く な っ た り 、 ワ イ ヤ ー ロ － プ の 寿 命 が 短 く な る と い っ た 問 題 の 生 じ る こ と が 判 明 し
た 。 ま た 、 ワ イ ヤ ー ロ － プ 表 面 に 潤 滑 油 が 塊 状 に な っ て 固 化 す る 場 合 も あ り 、 調 速 機 の 誤
動 作 等 に つ な が る 問 題 の 生 じ る こ と も 判 明 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 潤 滑 の 機 能 低 下 を 防 止 す る と と も に 塊 状 に 固 化 す る こ と を 防 止 す る こ
と の で き る ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ 、 お よ び ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 を
用 い た ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ 装 置 を 提 供 す る に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 で は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ の 心 綱 及 び 素 線 間 に 含 浸 さ れ 、
多 環 芳 香 族 の 質 量 率 が 1%未 満 の ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤 滑 油 に お い て 、 硫 黄 質 量 率 が 0． 5%未
満 で あ り 、 か つ 、 潤 滑 油 の 酸 化 を 防 止 す る 酸 化 防 止 剤 を 質 量 率 で ０ ． ０ ５ ～ １ ． ５ ％ 含 む
こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 潤 滑 油 中 の PCAの 質 量 率 が 1%未 満 と し た ワ イ ヤ ー ロ ー プ で あ り な が
ら 、 潤 滑 油 の 供 給 周 期 、 も し く は ワ イ ヤ ー ロ ー プ の 交 換 周 期 を 長 く す る こ と が で き る た め
、 保 守 性 を 大 幅 に 向 上 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 ワ イ ヤ ー ロ － プ 表 面 に 塊 状 に な っ て
固 化 す る こ と に よ る 装 置 の 誤 動 作 、 不 具 合 も 解 消 さ れ 、 信 頼 性 の 高 い ワ イ ヤ ー ロ ー プ 用 潤
滑 油 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 ワ イ ヤ ー ロ ー プ や ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ の 信 頼 性 ま た は 寿 命 を 向 上 で き る 。 ま た
、 ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ に お け る ロ ー プ の 交 換 頻 度 を 低 減 で き る の で 、 保 守 が 容 易 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 表 １ 、 表 ２ に よ る 実 験 結 果 を 元 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 表 １ は 供 試 品 成 分 を 示 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ２ 】
　 表 中 Ａ は PCA質 量 率 3． 10%,硫 黄 質 量 率 0． 84%と し た も の で 、 潤 滑 油 中 の オ イ ル 分 の 精 製
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度 を 上 げ な い 状 態 を 想 定 し た も の で あ る 。 ま た 、 Ｂ は PCＡ の 質 量 率 を 0． 58%、 硫 黄 の 質 量
率 を 0． 16%と し た も の 、 Ｃ は PCAの 質 量 率 を 0． 58%、 硫 黄 の 質 量 率 を 0． 16%、 フ ェ ノ ー ル
系 酸 化 防 止 剤 の 質 量 率 を 0． 30%と し た も の で あ る が 、 Ｃ ， Ｂ は 潤 滑 油 中 の オ イ ル 分 の 精 製
度 を 上 げ た 状 態 を 想 定 し た も の で あ り 、 ま た 、 Ｃ は Ｂ に 対 し 酸 化 防 止 剤 を 追 加 し た も の で
あ り 、 発 明 品 に 相 当 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 フ ェ ノ ー ル 系 酸 化 防 止 剤 と し て は 、 例 え ば 、 2,6-ジ -第 3ブ チ ル -p-ク レ ゾ ー ル 、 2
,6-ジ -第 3ブ チ ル -フ ェ ノ ー ル 、 2,4-ジ -メ チ ル -6-第 3ブ チ ル -フ ェ ノ ー ル 、 第 3ブ チ ル ヒ ド
ロ キ シ ア ニ ソ ー ル 、 2,2'-メ チ レ ン ビ ス （ 4-メ チ ル -6-第 3ブ チ ル フ ェ ノ ー ル ） 、 4,4'-メ チ
レ ン ビ ス （ 2,3-ジ -第 3ブ チ ル フ ェ ノ ー ル ） 、 4,4'-ビ チ リ デ ン ビ ス （ 3-メ チ ル -6-第 3ブ チ
ル フ ェ ノ ー ル ） 、 4,4'-チ オ ビ ス （ 3-メ チ ル -6-第 3ブ チ ル フ ェ ノ ー ル ） 、 テ ト ラ キ ス ［ メ
チ レ ン -3（ 3,5-ジ -第 3ブ チ ル -4-ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ ル ） プ ロ ピ オ ネ ー ト ］ メ タ ン 、 1,1,3-
ト リ ス （ 2-メ チ ル -4-ヒ ド ロ キ シ -5-第 3ブ チ ル フ ェ ニ ル ） ブ タ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た
、 ア ミ ン 系 酸 化 防 止 剤 を 添 加 す る 場 合 に は 、 例 え ば 、 フ ェ ニ ル -β -ナ フ リ ル ア ミ ン 、 α -
ナ フ チ ル ア ミ ン 、 N,N'-ジ -第 2ブ チ ル -p-フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 、 フ ェ ノ チ ア ジ ン 、 N,N'-ジ
フ ェ ニ ル -p-フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 、 4,4'-テ ト ラ メ チ ル -ジ -ア ミ ノ ジ フ ェ ニ ル メ タ ン 、 N-フ
ェ ニ ル -α -ナ フ リ ル ア ミ ン 、 フ ェ ノ チ ア ジ ン 、 レ シ チ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 供 給 品 で は 、 フ ェ ノ ー ル 系 の 酸 化 防 止 剤 に つ い て の デ ー タ を 示 し
た が 、 ア ミ ン 系 の 酸 化 防 止 剤 に つ い て も 同 様 の 効 果 が あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 Ａ ～ Ｃ の 供 試 品 に つ い て 各 潤 滑 油 の 酸 化 安 定 度 を 確 認 す る た め に 、 強 制 酸 化 試 験 を 実 施
し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 試 験 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 試 験 は 、 エ レ ベ ー タ 装 置 が 据 付 け ら れ る 環 境 で 発 生 し 潤 滑 油 の 酸 化 を 促 進 さ せ る 物 質
で あ る 鉄 粉 及 び セ メ ン ト 粉 を 、 供 試 品 に 侠 雑 物 と し て 混 入 さ せ て 試 験 を 実 施 し た 。 鉄 粉 及
び セ メ ン ト 粉 の 混 入 量 は 鉄 15%+セ メ ン ト 15%(PH12～ 13)と し 、 試 験 条 件 は 空 気 吹 き 込 み 量 0
． 3L/min、 120℃ も し く は 140℃ の 環 境 で 100h保 持 し 試 験 を 行 っ た 。 酸 化 度 の 測 定 は 赤 外 分
光 分 析 機 で CH基 と CO基 を 分 析 し て そ の 比 （ CO／ CH） を 計 算 し た 。 供 給 品 Ｂ は 供 給 品 Ａ に 対
し 酸 化 度 が 高 く 、 PCA及 び 硫 黄 の 質 量 率 が 低 く な っ た こ と か ら 、 酸 化 安 定 性 が 低 く な っ て
い る こ と が 判 る 。 一 方 、 酸 化 防 止 剤 を 入 れ た 供 給 品 Ｃ は 供 給 品 Ｂ に 対 し 明 ら か に 酸 化 安 定
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性 が 高 く 、 ま た 供 給 品 Ａ に 対 し て も 優 位 で あ る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の 試 験 結 果 か ら 、 供 給 品 Ｃ は PCAが 質 量 率 1%未 満 で あ り 硫 黄 も 質 量 率 0． 5%未 満 で あ
る が 、 酸 化 防 止 剤 に よ り PCA質 量 率 3． 10%,及 び 硫 黄 質 量 率 0． 84%で あ る も の と 同 等 以 上 の
性 能 が 実 現 で き 、 課 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 酸 化 防 止 剤 材 と し て 、 質 量 率 を 0． 30%と し た も の を 例 示 し た が 、 こ の 含 有 量 と し
て は 、 ０ ． ０ ５ ～ １ ． ５ ％ と す る こ と が で き る 。 即 ち 、 ０ ． ０ ５ ％ 以 下 で は 酸 化 度 を 供 給
品 Ａ 以 下 に 低 下 さ せ る こ と が で き な か っ た 。 ま た 、 １ ． ５ ％ 以 上 で は 摩 擦 係 数 が 高 く な り
安 定 し た 駆 動 を 行 え な い と い う 問 題 の 生 じ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 よ り 安 定 し た 潤 滑 油 と す る た め に は 、 酸 化 防 止 剤 を 質 量 率 で ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ％ 含
む こ と が 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 上 記 酸 化 防 止 剤 の 他 に も 潤 滑 油 の 安 定 性 を 増 す た め に 、 紫 外 線 吸 収 剤 及 び 光 安 定
剤 、 金 属 不 活 性 剤 、 硫 黄 系 酸 化 防 止 剤 、 り ん 系 酸 化 防 止 剤 な ど を 添 加 す る こ と が で き る 。
紫 外 線 吸 収 剤 及 び 光 安 定 剤 と し て は 、 例 え ば 、 フ ェ ニ ル サ リ チ レ ー ト 、 モ ノ グ リ コ ー ル サ
リ チ レ ー ト 、 p-第 3ブ チ ル フ ェ ニ ル サ リ チ レ ー ト 、 2-ヒ ド ロ キ シ -4-メ ト キ シ ベ ン ゾ フ ェ ノ
ン 、 2-ヒ ド ロ キ シ -4-オ ク ト キ シ ベ ン ゾ フ ェ ノ ン 、 2（ 2'-ヒ ド ロ キ シ -5'-メ チ ル フ ェ ニ ル
） ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 2（ 2'-ヒ ド ロ キ シ -3',5'-ジ -第 3ブ チ ル フ ェ ニ ル ） ベ ン ゾ ト リ ア
ゾ ー ル 、 2（ 2'-ヒ ド ロ キ シ -3'-ジ -第 3ブ チ ル -5'-メ チ ル フ ェ ニ ル ） ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、
レ ゾ ル シ ノ ー ル モ ノ ベ ン ゾ エ ー ト 、 2'-エ チ ル ヘ キ シ ル -2-シ ア ノ -3-フ ェ ニ ル シ ン ナ メ ー
ト 、 ビ ス （ 2,2,6,6-テ ト ラ メ チ ル -4-ピ ペ リ ジ ン ） セ バ ケ ー ト な ど が 挙 げ ら れ る 。 金 属 不
活 性 剤 と し て は 、 例 え ば 、 N-サ リ シ ロ イ ル -N'-ア ル デ ヒ ド ヒ ド ラ ジ ン 、 N-サ リ シ ロ イ ル -N
'-ア セ チ ル ヒ ド ラ ジ ン 、 N,N'-ジ フ ェ ニ ル -オ キ サ ミ ド 、 N,N'-ジ （ 2-ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ ル
） オ キ サ ミ ド な ど が 挙 げ ら れ る 。 硫 黄 系 酸 化 防 止 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ジ ラ ウ リ ル チ オ ジ
プ ロ ピ オ ネ － ト 、 ジ ス テ ア リ ル チ オ ジ プ ロ ピ オ ネ － ト 、 ラ ウ リ ル ス テ ア リ ル チ オ ジ プ ロ ピ
オ ネ － ト 、 ジ ミ リ ス チ ル チ オ ジ プ ロ ピ オ ネ － ト 、 ジ ス テ ア リ ル β ,β '-チ オ ジ ブ チ レ ー ト
、 2-メ ル カ プ ト ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ジ ラ ウ リ ル サ ル フ ァ イ ド 、 ジ ア ル キ ル ジ チ オ リ ン 酸
亜 鉛 、 ジ ア リ ル ジ チ オ リ ン 酸 亜 鉛 な ど が 挙 げ ら れ る 。 り ん 系 酸 化 防 止 剤 と し て は 、 例 え ば
、 ト リ フ ェ ニ ル ホ ス フ ァ イ ト 、 ト リ オ ク タ デ シ ル ホ ス フ ァ イ ト 、 ト リ デ シ ル ホ ス フ ァ イ ト
、 ト リ ラ ウ リ ル ト リ チ オ ホ ス フ ァ イ ト な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 が 実 施 さ れ る ワ イ ヤ ー ロ ー プ の 構 成 例 は 、 図 ２ に 示 し た も の と 同 様 で あ り
、 心 綱 ９ 及 び 素 線 １ ０ の 間 に 上 記 実 施 形 態 の 潤 滑 油 が 含 浸 さ れ る 。 ま た 、 本 発 明 が 実 施 さ
れ る ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ の 構 成 例 は 、 図 １ に 示 し た も の と 同 様 で あ り 、 主 索 用 ワ イ ヤ ー ロ
ー プ ６ 及 び 調 速 機 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ ７ と し て 、 あ る い は そ れ ら の 一 方 と し て 、 上 記 実 施 形
態 の 潤 滑 油 が 含 浸 さ れ た ワ イ ヤ ー ロ ー プ が 用 い ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 通 常 用 い ら れ て い る ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ワ イ ヤ ー ロ ー プ の 断 面 構 造 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 　 か ご
　 ２ 　 　 つ り 合 い お も り
　 ３ 　 　 綱 車 、
　 ４ 　 　 そ ら せ 車
　 ５ 　 　 調 速 機
　 ６ 　 　 主 索 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ
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　 ７ 　 　 調 速 機 用 ワ イ ヤ ー ロ ー プ
　 ９ 　 　 心 綱
　 １ ０ 　 素 線

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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